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富塚清 f航空原動機j第2表 (a) より.本表を含む一連の折込み表は『内燃機関の歴史』第2版以降にも再録されている.ル・ロー
ン80馬力形の最大出力は日本飛行皐校 f飛行機設動機拳講義j418頁による.
* Judほe，A，W.， Automobile and Aircraft E叩in回より補完.80hp機関における値は参考程度に解されたい.
**これは900叩叩.で計算された数値.実際には等速度の二重反転ゆえ，サイクル数の音l'算には 180伽p叩を用いなければ誤りである.
正しく計算すれば民の値は4.30に低下する.高回転による体積効率低下の結果である.
製造者 形式・国 気筒数 公称(実)hp
Gnome 仏 7 50 
Clerget 仏 7 80 (85) 
Gnome 仏 7 80 
LeRhone 仏 9 80 
Gnome 仏 9 100 
Le Rhone 仏 11 100 
Le Rhone 仏 9 110 (127) 
Clerget 98 仏 9 130 
BentleyBR1 英 9 150 (154) 
Gnome 仏 9 160 (165) 
SiemensH. 独 11(一重反転) 160 
LeRhone イム 9 170 
Clerget 11E8 仏 11 200 (197) 
BentleyBR2 英 9 200 (230) 
Gnome イム 11 200 (190) 
Pe kg/cm2 E cm/s 重量kg
4.72 4.8 78 
5.06 4.0 6.0 98 
5.06 3.8* 5.6 94 
5.51 4.8 5.6 115 
5.91 4.9* 6.0 123 
5.62 5.{) 5.6 135 
6.33 5.0 6.8 147 
5.74 6.6 
6.41 5.3 7.1 184 
6.91 5.45 7.65 131 
8.64** 5.1 4.2 195 
7.08 5.65 7.7 149 
6.08 6.3 8.2 257 
6.48 5.3 7.8 215 


















標準rpm 最大hp 最大中m.D x Smm hp/litter 
1200 110 x 120 6.3 
1200 120 x 150 6.8 
1200 124 x 140 6.8 
1200 105 x 140 7.3 
1200 110 x 150 7.8 
1200 105 x 140 7.5 
1200 140 1300 112 x 170 8.5 
1250 150 1300 120 x 160 8.0 
1250 120 x 170 8.9 
1350 115 x 170 10.4 
900 124 x 140 8.6 
1360 115 x 170 10.7 
1300 230 1350 120 x 190 8.8 
1300 140 x 180 9.2 
1300 115 x 170 9.8 
kg/hp 燃料消費率g/hp-h 滑油消費率g/hp-h
1.56 267 84 
1.22 302 55 
1.18 267 84 
1.44 259 43 
1.23 
1.35 
1.15 313 45 
1.19 268 45 
0.79 490 54 
1.22 277 75 
0.88 300 43 
1.30 300 50 



























































































































































































































































































































































































































燃機関工学講座第9巻)1935年25-27， 31， 32， 33 
頁，富塚清『航空原動機』工業図書1936年 10-11， 
15 -16， 20， 231 -234， 243，小川太一郎・富塚清・
柴田浩『航空機航空発動機jアルス 1939年 11頁，
内藤邦策『航空発動機並計器(増補改訂版)j械文堂新
光社 1940年14，26 -29， 175 -179頁，柴田浩『発
動機の原理』平凡社 1940年4-5頁，富塚i青編『航




史』三栄書房初版 (1969)・第2版 (1978)75 -83， 
100 
95， 124， 126 -127， 220， 228 -229， 230， 238-
241. 298 -300，第3版 (1982)75 -83， 95， 126， 
128 -129， 228， 236 -237， 238， 246 -249， 306-
308， 第4版 (1984) ・第5版 (1986) 77 -，85， 87， 
97， 128， 130 -131， 230， 238 -239， 240， 260-
263， 320 -322，同『動力物語』岩波新書 1980年




3) cf. Judge， A， W.， Automobile and Aircraft E:勾ines.3rd. 
ed. London， 1936. pp.293-295. 
4)金井『飛行機の賞地設計』附録33-34頁.
5)小川清二『航空発動機(上巻)J213 -213頁参照.
6) P. M. Heldt， High Speed Combustion E:昭初ω-Des信四:
Production : Tesお.N. Y.， 1941， p.723. 
7) ドヴイレール(RDevillers)林守雄・徳江徳訳『内燃機
閥J(原著第二版[1934年]の邦訳下巻三版)コロナ杜
























収)， B.Mackworth-Praed. Aviation The Pioneer 




1) Cyclopedia 01 Auto例obileE目:gineeri月g，4Vols. 1913， 
Cicago， Vol. TV. Aeroplanesちゅes・MotorsConstruction. 































15) Heldt， ot.cit.， p.723. 
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